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ホスト OS のルーティングテーブルを用いたコンフィグファ
イルによる DHCP サーバコンテナの自動構築

森井 佑誠1 大野 有樹2 串田 高幸1

概要：コンテナを用いた仮想化は, 移植性の高いアプリケーションの構築を可能にする. しかし, 既存の

DHCP サーバは, ユーザが手動で用意する必要があるコンフィグファイルによりコンテナの移植性の利点

を得ることができない. 本研究ではこの問題に対し, ホスト OS のルーティングテーブルを用いてコンフィ

グファイルを作成し, DHCP サーバコンテナを自動構築することで移植性を確保する手法を提案する. 利用

するルーティングテーブルは, ホスト OS に用意されているルーティングテーブルである /proc/net/route

である. 基礎実験では, ISC DHCP を使いホストとコンテナでコンフィグファイルを変えて起動実験を行っ

た. その結果, ホストで利用したコンフィグファイルはコンテナでは適用できないという結果を得ることが

でき, DHCP サーバコンテナの移植性の低さを示した.

1. はじめに

背景

仮想化技術の一つに,コンテナを用いた仮想化があげられ

る [1]. コンテナはコンテナイメージをもとに, コンテナラ

ンタイムが読み込むことで作成される. コンテナイメージ

やコンテナランタイムの仕様は Open Container Initiative

(OCI) によって定められている. コンテナを用いることで,

従来のホスト型やハイパーバイザ型の仮想化に比べ, 容易

にアプリケーションの実行環境を作成することができる.

また, コンテナの廃棄, 再作成もこれらの仮想化環境と比べ

容易である. 加えて, コンテナは軽量であるとともに, 仮想

化によるオーバヘッドが少ない [2–4]. そのため, コンテナ

はクラウドだけでなく, IoT システムにも取り入れられて

いる [5]. 図 1 に httpd コンテナイメージを使用したアプ

リケーション構築の例を示す. なお, httpd コンテナで実行

されるアプリケーションは Apache HTTP Server のこと

である.

図 1 では, サーバの管理者が Ubuntu 環境上でコマン

ドを入力, 実行をすることで httpd コンテナを作成、実

行するまでの流れを表している. Docker*1 はコンテナイ

メージからコンテナを作成, 実行できる環境をもつソフト
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図 1 コンテナによるアプリケーション構築の例

ウェアである [6–9]. このようなソフトウェアを本研究では

Runtime と表記する. Runtime は主に Linux カーネルの

機能を利用しているため, Ubuntu のように, Runtime を

実行するホスト OS は Linux カーネルを使用した OS を

使用しなければならない. Docker は, イメージリポジトリ

の Docker Hub から Apache HTTP Server のコンテナイ

メージをダウンロードし, そのコンテナイメージをもとに

コンテナを作成、実行を行う. Docker Hub*2 はインター

ネット上に存在するコンテナイメージが保存されているリ

ポジトリである. このようなリポジトリはイメージリポジ

トリと呼ばれる. このように, コンテナ作成と実行はイメー

ジリポジトリと Runtime のみで可能であるため, 管理者は

ホスト OS を気にしないでコンテナの実行が可能である.

同時に, Runtime は Linux カーネルを使用したホスト OS

*2 https://hub.docker.com
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であれば実行できるため, Ubuntu と Red Hat Enterprise

Linux (RHEL) を例とした違うホスト OS であっても, イ

メージリポジトリと Runtime が存在すれば同じコンテナ

を何度も作成し実行することが可能である. このため, ア

プリケーションをコンテナとして用意することで, アプリ

ケーションの移植性を高める利点を得ることができる. ま

た, 比較のため, 図 2 にコンテナを用いない従来の Apache

HTTP Server アプリケーション構築の例を示す.

図 2 従来のアプリケーション構築の例

図 2 では, サーバの管理者が Ubuntu 環境上でコマンド

を入力, 実行をする過程は図 1 における過程と同じである.

図 1 との違いは, ホスト OS である Ubuntu がアプリケー

ションの実行まで全てを担っていることにある. Ubuntu

はパッケージリポジトリからアプリケーションの実行に必

要なパッケージをダウンロードし, Ubuntu上にパッケージ

を展開する. ダウンロードされるパッケージには Apache

HTTP Server である apache2 の他に apache2 の実行に必

要な apache2-bin を含めた複数の依存ソフトウェアも含ま

れている. Ubuntu のパッケージリポジトリは APT リポ

ジトリとも呼ばれ, バージョンによって参照するリポジト

リ URL やパッケージの内容は異なる. また, APT リポジ

トリ以外にも RPM リポジトリも存在し, こちらは RHEL

や CentOS で使用される. このように, 違う環境で同じア

プリケーションを構築する場合, 必ずしもアプリケーショ

ンは新しい環境と古い環境で同じ構成になるとは限らない.

そのため, コンテナによるアプリケーションと比べ移植性

は低くなる.

以下にコンテナネットワークについて説明をする. コン

テナは通常 Runtime によって用意されたコンテナネット

ワークの中で実行される. 図 3 にホストマシンとコンテナ

ネットワークの関係を示す.

図 3において,ホストマシンは 192.168.10.0/24のネット

ワークに所属しており, IPアドレスは 192.168.10.2である.

コンテナは Runtime によって作成された 172.17.0.0/16 で

構成されたコンテナネットワーク内に配置されている. 図

3 中のコンテナの IP アドレスはそれぞれ, 172.17.0.3 と

図 3 ホストマシンとコンテナネットワークの関係

172.17.0.5 であり, それらは Runtime から自動的に割り当

てている. また, Runtime の IP アドレスは 172.17.0.1 で

ホスト OS やコンテナネットワーク内から通信可能であ

る. コンテナ間の通信は Runtime を経由して通信を行っ

ている. 加えて, ホスト OS からコンテナネットワーク内

のコンテナへの通信も Runtime を経由して行われる. し

かし, コンテナネットワーク内にいるコンテナは Runtime

とホスト OS が繋がっているにも関わらず, ホスト OS へ

の通信はできない. このように, コンテナネットワークは

Runtime によってホストマシン内で独立している. これに

より, コンテナはホスト OS との通信が制限され, コンテ

ナの安全性を高めることを可能としている [10, 11].

以下に DHCP について説明をする. LAN 内の端末

に IP アドレスを自動的に割り当てるプロトコルとして

RFC2131 によって勧告されている Dynamic Host Config-

uration Protocol (DHCP) がある [12]. DHCP はクライア

ントサーバモデルを採用しており, 要求を行う DHCP ク

ライアントと応答を返す DHCP サーバの二つが必要とな

る. DHCPクライアントと DHCPサーバは User Diagram

Protocol (UDP) を使用して通信をしている. DHCP クラ

イアントが DHCP サーバから IP アドレスを取得し, IP

アドレスを開放するまでの通信を図 4 に示す.

図 4 はクライアントとサーバ間で以下の通信が行われて

いる.

( 1 ) クライアントは DHCPDISCOVER パケットをブロー

ドキャストで送信する.

( 2 ) クライアントからの DHCPDISCOVER パケットを

受信したサーバはクライアントに, DHCPOFFER パ

ケットを送信する.

( 3 ) サーバからの DHCPOFFER パケットを受信したク

ライアントは DHCPREQUEST パケットをブロード

キャストで送信する.

( 4 ) クライアントからの DHCPDISCOVER パケットを受
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図 4 クライアントとサーバ間との通信

信したサーバはクライアントに, IP アドレスが含まれ

ている設定パラメータつきの DHCPACK パケットを

送信する. DHCPACK パケットを受信したクライア

ントは設定パラメータをもとに自身の IP アドレスを

設定する.

( 5 ) クライアントが IP アドレスを返却する際, そのこと

をサーバに伝えるために, DHCPRELEASE パケット

をサーバに送信する.

LAN 内に IP を振り分けるための DHCP サーバをコン

テナを用いて構築する例について説明する. DHCP サーバ

コンテナを動かしているホストマシンには, DHCP サーバ

コンテナの他に別のコンテナも動いており, DHCP サーバ

コンテナはそれらのコンテナとも通信可能である. 図 5 に

ホストマシンの環境, 図 6 にホストマシンの LAN 環境を

示す.

図 5 では, ホストマシン上にホスト OS (Linux), Run-

time が存在し, Runtime 上に DHCP サーバコンテナと

通常のコンテナが存在する. ホストマシン上におけるホ

図 5 ホストマシンの環境

スト OS (Linux) は Linux カーネルを使用した OS であ

り, Runtime と通信ができる. Runtime 上における DHCP

サーバコンテナともう一つのコンテナはお互いに通信可能

である.

図 6 ホストマシンの LAN 環境

図 6 では, ホストマシンに繋がっているネット

ワーク 10.160.15.0/24 と繋がっていないネットワーク

192.168.0.0/24 の二つのネットワークが存在する. ネット

ワーク 10.160.15.0/24 上にあるホストマシンの IP アドレ

スは 10.160.15.2 である. これらの二つのネットワークは

ルータを通して通信可能である. ルータの IPアドレスはそ

れぞれのネットワークで, 10.160.15.1 と 192.168.0.1 であ

る. 図中におけるクライアントは IPアドレスが設定されて

おらず, DHCP サーバであるホストマシンに対してリクエ

ストを送信する. また, ネットワーク 192.168.0.0/24 上の

クライアントは DHCP リレーエージェントであるルータ

を中継することで, ホストマシンにリクエストを送信でき

る. DHCPリレーエージェントは別ネットワークで DHCP

クライアントと DHCP サーバが DHCP で用いるパケッ

トを送受信できるための中継用のエージェントである.

課題

既存の DHCP サーバではコンフィグファイルを読み込

み, そのファイルに設定されている内容から DHCP サー
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バの動作を決定する. このコンフィグファイルはホストマ

シンのユーザである管理者が設定を行う. 設定を記述する

ために管理者は, ホストマシンの環境や LAN 環境を事前

に知る必要がある. また, このコンフィグファイルは設定

した環境でしか基本的に適用できず, ホストマシンの環境

や LAN 環境が変わった新しい環境に移行する場合, 同じ

設定で適用できるとは限らない. これは, DHCP サーバを

コンテナ化したときも同様である. 具体例として, 既存の

DHCP サーバを新しいネットワークでコンテナとして動

作させる場合を図 7 に示す.

図 7 課題の具体例

図 7 では, ネットワーク 192.168.10.0/24 上に既存の

DHCP サーバが存在する. この DHCP サーバをコンテ

ナ化し, DHCP サーバコンテナとして動作させる. このと

き, コンフィグは既存の DHCP サーバで使用したコンフィ

グを使用する. しかし, このコンフィグは新しく作成した

DHCP サーバコンテナでは適用できず, コンテナはプロセ

ス終了してしまう. このため, DHCP サーバをコンテナと

して動作させる場合, コンテナの移植性という利点を得る

ことができないという課題がある.

各章の概要

本研究は, 次のように構成される. 第 1 章では, 本研究の

背景・課題について述べる. 第 2 章では, 本研究の関連研

究について述べる. 第 3 章では, 第 1 章で述べた課題を解

決するための提案手法, ユースケース・シナリオについて

述べる. 第 4 章では, 提案手法を実現するための実装と実

験方法について述べる. 第 5 章では, 基礎実験とその分析

について述べる. 第 6 章では, 本研究における議論につい

て述べる. 第 7 章では, 本研究のまとめについて述べる.

2. 関連研究

Network Function Virtualization (NFV) と呼ばれる物

理ネットワークから分離してソフトウェアから操作する

方法がある [13, 14]. NFV は 2012 年に提唱され, Euro-

pean Telecommunications Standards Institute (ETSI) に

よって, 策定が進められている. NFV を用いることで, 従

来, ユーザ側で必要となる DHCP サーバや Firewall を

サービスプロバイダ側に委譲することができ, ユーザ側は

管理をする必要がなくなる. サービスプロバイダ側に委

譲された機能は仮想化され, 物理的に操作することなく設

定を変更することが可能である. 加えて, この例の他に,

Long Term Evolution (LTE) の中心ネットワークである

Evolved Packet Core (EPC) に適用できる例がある. NFV

を適用することで, EPC で使われる機能を仮想化し, デー

タセンタ側に委譲できるため, 容易にスケーリングできる

利点が存在する. しかし, コンテナ環境での NFV について

は追加の研究が必要とされている. そのため, コンテナを

前提とした本研究では NFV による仮想化は適用できない.

NFV に関連して, サーバレス環境で NFV を用いた

DHCP 環境を構築し, 性能測定をした研究がある [15]. こ

の研究では, サーバレス環境を構築できるソフトウェア

OpenWhisk を用いて, コンテナ化した DHCP サーバを

コンテナとしてサーバレス環境で動作させている. この

環境とサーバレスではない従来の環境での DHCP サーバ

と NAT の性能比較をこの研究は行っている. 結論として,

DHCP サーバのサーバレス環境での有用性を示せたが, 必

ずしもサーバレス環境での実行が優れているということで

はないと述べられている. 本研究では, DHCP サーバコン

テナの移植性に焦点をおいているため, 性能評価となるこ

の研究は適用できない.

3. 提案

提案方式

提案方式ではホスト OS のルーティングテーブルを利用

し, コンフィグファイルを作成することで DHCP サーバ

コンテナを自動構築を行う提案をする. ここでのルーティ

ングテーブルとは, ホストマシン内で用意されているルー

ティングテーブルである /proc/net/route ファイルのこと

である. /proc/net/route ファイルで, ホストマシンが所属

するネットワークを判別することができる. 図 6 を例に,

ホストマシンを基準としたネットワークを図 8 に示す.

図 8 において, 10.160.15.0/24 はホストマシンが所属す

るネットワークであり, 192.168.0.0/24 はホストマシンが

所属しないネットワークである. このうち, ホストマシンが

所属するネットワーク 10.160.15.0/24 は /proc/net/route

ファイルを用いることでホストマシン側で認識することが

できる.

以下に /proc/net/route ファイルについて説明を行う.

/proc/net/route ファイルの内容の例をファイル 1 に示す.

/proc/net/route は procfs と呼ばれるファイルシステム

に存在するファイルである. procfs はコンピュータを構成

c⃝ 2023 Cloud and Distributed Systems Laboratory 4



テクニカルレポート
CDSL Technical Report

図 8 ホストマシンを基準としたネットワーク

1 Iface Destination Gateway Flags RefCnt

Use Metric Mask MTU Window IRTT

2 ens34 00000000 0164A8C0 0003 0

0 100 00000000 0 0 0

3 ens34 2346C80A 0164A8C0 0007 0

0 100 FFFFFFFF 0 0 0

4 docker0 000011AC 00000000 0001 0

0 0 0000FFFF 0 0 0

5 ens34 0064A8C0 00000000 0001 0

0 100 00FFFFFF 0 0 0

6 ens34 0164A8C0 00000000 0005 0

0 100 FFFFFFFF 0 0 0

7 ens34 0664A8C0 00000000 0005 0

0 100 FFFFFFFF 0 0 0

ファイル 1: /proc/net/route

するハードウェアの情報をファイルとして読み込むことが

できるファイルシステムである. ハードウェアの例として

CPU やメモリがあげられ, その情報の例には CPU コア数,

使用メモリ量があげられる. UNIX や UNIX 系の OS では

この procfs によって, ハードウェア情報をファイルの一つ

として扱うことが可能である [16]. /proc/net/route は 11

個の要素で構成されている. このうち DHCPサーバのコン

フィグで必要となる要素は, Iface, Destination, Gateway,

Flags, Mask である. これらの要素の各説明を表 1 に示す.

表 1 /proc/net/route における必要な要素の説明表

要素 説明

Iface ネットワークインターフェース

Destination 宛先 IP アドレス

Gateway ゲートウェイ

Flags <linux/route.h>に定義されたフラグ

Mask サブネットマスク

また, <linux/route.h>に定義されているフラグを Linux

ソースコード上の include/uapi/linux/route.h*3 から抜粋

しファイル 2 に示す.

*3 https://git.kernel.org/pub/scm/linux/kernel/git/

torvalds/linux.git/tree/include/uapi/linux/route.h

51 #define RTF_UP 0x0001 /* route

usable */

52 #define RTF_GATEWAY 0x0002 /* destination

is a gateway */

53 #define RTF_HOST 0x0004 /* host entry

(net otherwise) */

54 #define RTF_REINSTATE 0x0008 /* reinstate

route after tmout */

55 #define RTF_DYNAMIC 0x0010 /* created

dyn. (by redirect) */

56 #define RTF_MODIFIED 0x0020 /* modified

dyn. (by redirect) */

57 #define RTF_MTU 0x0040 /* specific

MTU for this route */

58 #define RTF_MSS RTF_MTU /*

Compatibility :-( */

59 #define RTF_WINDOW 0x0080 /* per route

window clamping */

60 #define RTF_IRTT 0x0100 /* Initial

round trip time */

61 #define RTF_REJECT 0x0200 /* Reject

route */

ファイル 2: include/uapi/linux/route.h

表 1 とファイル 2 を使用して, ファイル 1 の内容につい

て説明する. ファイル 1 の 3 行目の内容を例として説明す

る. 内容の要素と値を表 2 に示す.

表 2 内容の要素と値
要素 値

Iface ens34

Destination 2346C80A

Gateway 0164A8C0

Flags 0007

Mask FFFFFFFF

表 2 において, Destination, Gateway, Mask は 16 進数

表記のリトルエンディアンで表されている. これらを変換

した結果を表 3 に示す.

表 3 変換結果
要素 値

Destination 10.200.70.35

Gateway 192.168.100.1

Mask 255.255.255.255

また, Flags は<linux/route.h>に示されているフラ

グのビット演算のため, 0007 を変換すると, RTF UP,

RTF GATEWAY, RTF HOST の 3 つのフラグが存在す

ることがわかる. よって, これらの結果から 3 行目の内

容を説明することができる. /proc/net/route ファイルで

はこの内容が一行ごとに記載されている. 提案手法では,

ホストマシンが所属するネットワークを判別するために,
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Gateway が存在し, かつ自身のネットワークがわかるネッ

トワークを /proc/net/route ファイルから複数選択する.

ファイル 1 では, 2 行目と 5 行目が該当する. また, ネット

ワークインターフェースが複数存在する場合, ネットワー

クインターフェースごとに同じ処理を行う. このアルゴリ

ズムをアルゴリズム 1 に示す.

アルゴリズム 1 ネットワークの判別アルゴリズム
Require: lines は /proc/net/route の 2 行目以降の行
1: results ← {}
2: RTF UP ← 0x0001

3: RTF GATEWAY ← 0x0002

4: for all line ← lines do

5: element ← Split(line)

6: Iface ← element.Iface

7: Destination ← element.Destination

8: Gateway ← element.Gateway

9: Flags ← element.Flags

10: Mask ← element.Mask

11: segments ← Count(Mask, 1)

12: if Flags & RTF UP then

13: if Gateway and Flags & RTF GATEWAY then

14: if not results[Iface] then

15: results[Iface] ← Iface

16: end if

17: results[Iface].Gateway ← Gateway

18: else if notSubstr(Destination, segments, 32) then

19: if not results[Iface] then

20: results[Iface] ← Iface

21: end if

22: results[Iface].Destination ← Destination

23: results[Iface].Mask ← Mask

24: end if

25: end if

26: end for

アルゴリズム 1 では, /proc/net/route の 2 行目以降の

行で, ホストが所属しているネットワークを Iface をキー

とした results オブジェクトとして取得している. results

には Destination, Gateway, Mask の値が格納されている

ため, Iface ごとのネットワークの概要を取得することが可

能である.

ユースケース・シナリオ

ユースケースとして, 複数の部署に分かれた企業を想定

する. ユースケースの例を図 9 に示す.

図 9では,部署が複数存在し,それぞれにルータと DHCP

サーバコンテナが存在している環境である. このような環

境において, 既存手法では, 部署ごとに DHCP サーバコン

テナを手動で設定する必要がある. また, 部署が増えたり,

分割したりした場合, 新たに同様の作業を繰り返さなけれ

ばならない. しかし, 提案手法を用いることで, DHCP サー

バコンテナを導入するだけで完結するため, 既存手法で存

在した同じ作業の繰り返しを減らすことが可能である.

図 9 ユースケースの例

4. 実装

実装の全体図を図 10 に示す.

実装では, 図 10中の 1. 及び 2. の部分を実装する. 1. で

は, 提案方式で提案した手法をホストマシンが所属してい

るネットワークを判別する. ネットワーク判別のためにホ

ストから read-only でコンテナ内にボリュームマウントさ

れた /proc/net/route ファイルを参照する. 参照したファ

イルからコンフィグに必要な内容を 2. のコンフィグ作成

で利用する. ファイルから取得した内容はコンフィグファ

イルである dhcpd.conf の記述形式として作成する. 最後

に, 3. の ISC DHCP が 2. で作成した dhcpd.conf を参照

し, ループすることで DHCP サーバとして動作する. また,

1., 2., 3. はそれぞれ独立したプログラムなため, エラーや

コンテナの強制終了が発生した場合, プロセスが終了する.

5. 実験

課題にて述べた, DHCP サーバコンテナの移植性の低さ

を示すために実験を行う.
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図 10 実装の全体図

実験環境

実験環境は ESXi 上に構築した VM 環境で行う. ホ

スト OS は Ubuntu 22.04, Runtime は Docker を利用

する. なお, ホストマシンが所属するネットワークは

192.168.100.0/24, コンテナネットワークは 172.17.0.0/16

である. Debian 上で ISC DHCP を実行するコンテナを作

成できる Dockerfile をファイル 3 に示す.

この Dockerfile を用いて, 実験用のコンテナイメージを

作成した. また, 実行時に参照する dhcpd.conf ファイルを

ファイル 4, 5 に示す二種類用意した.

ファイル 4, 5 は, ISC DHCP の起動時に参照されるコ

ンフィグファイルである. これらの違いとして, ファイル

4 では, ホストマシンが所属するネットワークのみの設定

を記述しているが, ファイル 5 では, コンテナネットワー

クの設定も記述している. コンテナネットワークの設定は

ファイル 5 の 11 行目に示されており, 172.17.0.0/16 の

ネットワークについて記述している. ファイル 3, 4, 5 は

GitHub 上で閲覧可能である*4. これらのファイルを使用

し, ホスト上とコンテナ上で ISC DHCP が起動するかの

実験を行った.

実験結果と分析

表 4 に起動実験の結果を示す. なお, 行は dhcpd.conf

ファイルの内容を示し, ファイル 4 とファイル 5 をあげ

ている. 列は実行環境を示し, ホストとコンテナをあげて

いる.

実験の結果, ホストで起動したコンフィグファイルをコ

ンテナで実行した場合, 起動できないことを確認した. こ

のことから, DHCP サーバコンテナではホスト環境で利用

*4 https://github.com/cdsl-research/C0119316-exp

1 FROM debian:bookworm-slim AS BUILDING

2

3 WORKDIR /root

4

5 RUN apt update && apt install -y wget make gcc && \

6 wget https://downloads.isc.org/isc/dhcp/4.4.3-P1/d

hcp-4.4.3-P1.tar.gz &&

\

7 tar xzf dhcp-4.4.3-P1.tar.gz && cd dhcp-4.4.3-P1

&& \

8 ./configure && make

9

10 FROM debian:bookworm-slim AS RUNNING

11

12 WORKDIR /root

13

14 COPY --from=BUILDING /root/dhcp-4.4.3-P1/server/dhcpd

/root/dhcpd

15

16 RUN mkdir -p /var/lib/dhcp && touch

/var/lib/dhcp/dhcpd.leases && \

17 mkdir -p /etc/dhcp && touch /etc/dhcp/dhcpd.conf

&& \

18 mkdir -p /run/dhcp-server && touch

/run/dhcp-server/dhcp.pid && \

19 chmod 775 /var/lib/dhcp && chmod 664

/var/lib/dhcp/dhcpd.leases

20

21 CMD ["./dhcpd", "-f", "-4", "-pf",

"/run/dhcp-server/dhcpd.pid", "-cf",

"/etc/dhcp/dhcpd.conf", "-lf",

"/var/lib/dhcp/dhcpd.leases"]

ファイル 3: Dockerfile

1 default-lease-time 600;

2 max-lease-time 7200;

3

4 subnet 192.168.100.0 netmask 255.255.255.0 {

5 range 192.168.100.30 192.168.100.200;

6 option routers 192.168.100.1;

7 option subnet-mask 255.255.255.0;

8 }

ファイル 4: dhcpd.conf

表 4 ISC DHCP の起動実験
ファイル 4 ファイル 5

ホスト 起動 起動

コンテナ 起動せず 起動

したコンフィグファイルを利用できないため, 移植性が低

いことが示せる.

6. 議論

本研究では, 単一ホストマシンにおけるコンテナ環境を
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1 default-lease-time 600;

2 max-lease-time 7200;

3

4 shared-network container {

5 subnet 192.168.100.0 netmask 255.255.255.0 {

6 range 192.168.100.30 192.168.100.200;

7 option routers 192.168.100.1;

8 option subnet-mask 255.255.255.0;

9 }

10

11 subnet 172.17.0.0 netmask 255.255.0.0 {

12 }

13 }

ファイル 5: dhcpd.conf

想定した課題と提案手法を述べた. しかし, 実際のコンテナ

運用では, 複数のマシンでコンテナを管理する手法が取ら

れている. 実際の例として, コンテナオーケストレーショ

ンツールである Kubernetes がある. Kubernetes では複数

のホストマシンを用いてマスターノードとワーカーノード

に分割してクラスタを構築する. Kubernetes において通

常, アプリケーションコンテナはワーカーノードに配置さ

れる. このような環境の場合, DHCP サーバコンテナが配

置されるワーカーノードは常に同じものとは限らない. そ

のため, DHCP サーバコンテナは新しいワーカーノードに

配置される場合, 作成したコンフィグファイルがあるにも

関わらずコンフィグ生成の処理をもう一度行わなければな

らない. この場合, Container Network Interface (CNI) を

使用してクラスタ内で DHCP サーバの情報を共有しコン

フィグ生成の処理をなくすという手法を取ることができる.

7. おわりに

本研究では, DHCP サーバコンテナの移植性が低い課題

を示し, その課題を解決する提案手法として, ホスト OS の

ルーティングテーブルを用いたコンフィグファイルによる

DHCP サーバコンテナの自動構築を提案した. 実際にホ

ストにある DHCP サーバを同じコンフィグファイルでコ

ンテナとして実行し, 起動するかの基礎実験を行った結果,

コンテナでは起動せず, コンテナの移植性が低いことを示

せた.
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